






 

 近年脊椎披裂児(二分脊椎)の問題が社会的にも多くとりあげられるようにな

って来た。従来わが国における本症の発生実態は不明であり 1,000 人に 0.3 人

(村上)の発生率といわれているが詳細は不明である。他方大木が行った脊柱側

貴症の調査では治療をうけているものは全国で 4,896 名を上まわり年々増加を

示し,なかで脊椎披裂児に関連の深い先天性脊椎奇形を有する児童は 537 名と

なっている。 


